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第１ はじめに ～地域農業の担い手を確保するために～ 

   

みなさんの地域や集落には、将来の農業の担い手がいますか？ 

みなさんの地域や集落の10年後、20年後の姿をイメージできますか？ 

 

兵庫県では、農業就業者の高齢化がどんどん進む一方で、新規就農者の数が伸び悩

んでいます。このままでは、本県のすばらしい農業を将来に繋いでいくことができな

くなるおそれがあります。 

 

新規就農者が増えないのは、農業に魅力がないからでしょうか？ 

そんなことはありません。農業に関心を持つ人は増えてきています。 

 

一方で、就農希望者は、 

「どこで就農するのがよいか？ちゃんと地域に溶け込めるか？」 

「何を、どのように生産し、販売すれば収入が見込めるのか？」 

など、就農に当たっての多くの不安を抱えています。こうした不安が解消されないと、

なかなか農業に飛び込んでこられません。 

 

みなさんの地域・集落は、こうした就農希望者の不安に対して、十分な情報提供が

できているでしょうか。 

 

「地域主導型就農・定着応援プロジェクト」は、地域や集落の「将来の担い手とし

て、新規就農者に来てもらいたい」という思いと、就農希望者の「できるだけ多くの

情報を知りたい」という思いの橋渡しをする試みです。 

地域や集落が主体となって新規就農者の就農及び定着を応援するチームを作り、話

し合い、就農・定着応援プラン（応援プラン）を作成します。 

みなさんが作成した応援プランは、農業大学校、農業高校、就農セミナー、相談会

など、本県での就農に関心のある方々に対して積極的に情報発信していきます。 

また、作成した応援プランを踏まえ、県（普及センター、農林振興事務所）、市町、

農業委員等の関係者が、新規就農者の定着が図られるよう、それぞれの立場から支援

していきます。 

  

みなさんの地域や集落の将来を担う新規就農者に定着してもらうだけでなく、地域

の農業の将来について話し合う良い機会にもなると思います。 

 

ぜひ、「地域主導型就農・定着応援プロジェクト」に取り組んでみませんか？ 
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第２ 地域主導型就農・定着応援プロジェクトの進め方 

≪進め方≫ 

 

 

 

 

 

 

ステップ３ 

「就農・定着応援チーム」における話し合いの実施 

主体：地域・部会等 

ステップ１ 

「市町就農・定着応援戦略協議会」【市町単位】の立ち上げ・運営 

主体：市町 

ステップ２ 

「就農・定着応援チーム」【地域・集落単位】の立ち上げ 

主体：地域・部会等 

ステップ４ 

「就農・定着応援プラン」の作成 

主体：地域・部会等 
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１ 「市町就農・定着応援戦略協議会」とは 

市町就農・定着応援戦略協議会（戦略協議会）とは、市町単位で「地域就農・定着

応援プロジェクト」を推進するため、市町、ＪＡ、地域の担い手の代表、地域就農支

援センターなど、新規就農支援のプレーヤーが集まり、市町単位での推進方針を策定

するとともに、市町内の地域や集落に対し、「就農・定着応援チーム」の立ち上げを

促します。＜→ステップ２＞ 

また、就農・定着応援チームにおける話し合いが適切に行われるよう支援するとと

もに、「就農・定着応援プラン」（応援プラン）の作成をサポートします。 

＜→ステップ３及び４＞ 

 

※ 戦略協議会の設立が困難な場合や、設立に時間がかかる場合には、ステップ２の

就農・定着応援チームの立ち上げを優先してもかまいませんが、市町単位での就農

支援施策、定住支援施策等との連携や、就農・定着応援プランの質の向上等、その

設立のメリットは大きいことから、できるだけ設立するようにしてください。 

※ 再生協議会の担い手部会等、３のメンバーで構成されている協議会をベースとし

ていただいても構いません。 

 

２ 市町就農・定着戦略協議会の名称 

戦略協議会の名称は、例えばＡ市の場合、「Ａ市就農・定着応援戦略協議会」とし

てください。ただし、特段の事情があれば他の名称としてもかまいません。 

 

３ 市町就農・定着戦略会議のメンバーの例 

戦略協議会のメンバーについては、市町を調整役とし、市町が、当該市町の農業

や環境等の実情を踏まえ、新規就農者への総合的な支援を実施するために必要なメ

ンバーを選定してください。以下に例を示します。 

 

（例：Ａ市の場合） 

調整役 Ａ市 

メンバー（例） 

Ａ市を地区とするＪＡ、地域の担い手代表、農業委員会、地域就農支

援センター事務局（農業改良普及センター）、県農林（水産）振興事

務所、農地中間管理機構（農地集約推進員）、その他Ａ市が地域の実

情を踏まえ協議会に加えることが適切と認めた者 

   

ステップ１ 

「市町就農・定着応援戦略協議会」【市町単位】の立ち上げ 

主体：市町 
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４ 活動内容 

（１）市町単位の地域推進方針の策定（任意） 

 市町における新規就農者支援施策の内容等を踏まえ、当該市町内の各地域や集

落において地域主導型地域就農・定着応援プロジェクトを推進するための一定の

方向性を示してください。 

 地域推進方針の策定が困難な場合や、策定に時間がかかる場合には、応援プラ

ンの策定を優先してもかまいませんが、市町の施策との連携の確保、応援プラン

の質の向上等、地域推進方針の策定のメリットは大きいですので、できるだけ策

定するようにしてください。 

 

（２）市町の概要作成 

    地域が応援プランを、市町が概要を作成し、市町が地域の応援プランを取りま

とめて、市町単位で、地域と就農希望者をマッチングさせることが効果的である

場合は、応援プランと市町の概要（別冊参照）の２本立てで作成するのも良いで

しょう。 

 

（３）地域の選定 

 戦略協議会における議論を踏まえ、新規就農者の数、研修施設の有無、営農状

況、農地の状況等からみて地域主導型地域就農・定着応援プロジェクトを推進す

ることが必要な地域や効果が見込まれる地域に対し、就農・定着応援チームの立

ち上げを促すとともに、地域において話し合いが適切に行われるよう、必要な調

整・支援をしてください。 

 （もちろん、地域が自発的に応援チームを立ち上げることも可能です。） 

 

（４）地域就農・定着応援プランの作成支援 

 （３）で選定した地域における話し合いが進むよう、地域ごとに必要な調整・

支援を行うとともに、話し合いの内容が適切に落とし込まれるよう、また、就農

希望者から見て魅力的なものとなるよう、応援プランの作成支援を行ってくださ

い。 

 

（５）地域就農・定着応援プランに基づく応援活動の際の連絡調整、指導、進捗管理 

就農・定着応援プランに基づいた就農者への支援が適切に行われるよう、戦略

協議会メンバーや、支援策を所管する関係機関に対して連絡調整を行ってくださ

い。また、応援プランの作成後、必要に応じ、地域に対して見直しを促してくだ

さい。 
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１ 「就農・定着応援チーム」とは 

就農・定着応援チームとは、その地域への新規就農者の就農・定着を活性化し、地

域を盛り上げたい！という共通の目的を持つ、地域・集落単位又は市町内の特定の品

目の生産団体単位で結成するチームです。 

その役割は、チームとしてまとまり、その地域への就農・定着を応援する体制を構

築するとともに、チームで話し合い、地域農業の強みや就農に向けた情報を整理し、

「就農・定着応援プラン」を作成する、「地域主導型就農・定着応援プロジェクト」

における主役組織です。 

 

２ 就農・定着応援チームの名称 

就農・定着応援チームの名称は、＜就農する地域＞と、＜就農や定着を応援するチ

ームであること＞が分かるものであれば、どのようなものでもかまいません。就農希

望者の興味を引くような魅力的な名称がよいでしょう。 

特段のこだわりがなければ、例えばＡ市Ｂ地域の場合は「Ａ市Ｂ地域就農・定着応

援チーム」と、Ａ市におけるブドウの生産者をベースとする場合は「Ａ市ブドウ就農・

定着応援チーム」としてください。 

 

３ 就農・定着応援チームの対象範囲 

  就農・定着応援チームの範囲は、例えば、①集落単位（例：人・農地プラン）、②

小学校区を単位等、一定のまとまった複数の集落単位、③市町における特定品目単位

（例：地域のぶどう産地単位ほか）を想定しています。 

 

４ 就農・定着応援チームのメンバーの例 

  就農・定着応援チームのメンバーは、地域の実情や応援チームの対象範囲に応じ、 

就農者への農業面や地域への溶け込み面での幅広い応援が可能となるように選定し

ましょう。具体的には、以下のような者が適切でしょう。 

① 農業面での支援を行う者 

集落営農法人・組織の代表者、ＪＡ出資法人や地域のリーダー的な担い手 

② 地域農業のとりまとめを担う者 

農会長 

③ 地域の共同活動（溝掃除、お祭り）等を担う者 

自治会長                            ほか 

   

ステップ２ 

「就農・定着応援チーム」の立ち上げ 

主体：地域・部会等 
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さらに、メンバーの中から、チームの運営上の中心的な役割を担う担当者を決めまし

ょう。 

また、就農・応援チームの運営が円滑的に進むよう、戦略協議会とも調整の上、市町

の農政振興部局担当者、次にＪＡの担当者をサポート役に任命しましょう。 

 

 詳細なメンバーの例は、次のとおりです。 

 

≪集落単位で取り組む場合≫ 

① メンバー 

集落営農法人・組織代表、担い手農家代表、農会長、自治会長 

② 中心的な役割を担う者 

集落営農法人・組織代表者 

③ サポート役 

市町の農政振興部局担当者 

 

≪小学校区を単位等、一定のまとまった複数の集落単位で取り組む場合≫ 

① メンバー 

ＪＡ出資法人代表、集落営農法人・組織代表、各集落の担い手農家代表、各農会長、

各自治会長 

② 中心的な役割を担う者 

ＪＡ出資法人代表又は、集落営農法人・組織代表 

③ サポート役 

市町の農政振興部局担当者 

 

≪市町における特定品目（例：ブドウ）単位で取り組む場合≫ 

① メンバー 

ブドウ部会長、各ブドウ団地代表者、農会長（各団地）、自治会長（各団地） 

② 中心的な役割を担う者 

ブドウ部会長 

③ サポート役 

市町の農政振興部局担当者、ＪＡのブドウ部会の担当者 
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１ 話し合いの場の設定 

就農・定着応援チームのみの話し合いの場を設けることができればよいですが、以

下のような集まりの場を活用して話し合いを行うのが合理的でしょう。 

（地域単位の場合）集落内での寄り合いや農会の場、人・農地プランや多面的機能支払

いに関する話し合いの場を活用 

（作物の部会の場合）部会の役員会、総会等の場を活用 

 

２ 話し合いの内容の例 

（１）地域農業の現状把握と将来について 

・10年後の地域農業はどうなっているか？（現担い手の年齢や後継者の有無など） 

・農家子弟の状況はどうか？（Ｕターン就農が見込めるかなど） 

 

（２）就農定着応援チームに関すること 

  ・チームの目指す姿や役割分担 

  ・チーム名 

  ・新規就農者の就農・定着に向けたメンバーの役割分担 

 

（３）「地域就農・定着応援プラン」の内容について（参考：様式１記載例） 

ア 地域の概要 

・自分たちの地域はどんな地域か（位置、人口、気候、農業の歴史、観光など） 

 ・どんな農業が特徴か（主要産品やブランド品目の有無など） 

☆生産した農産物をどこで売ればよいか（販売施設、直売所等の有無など） 

・収入の目安 

 

イ 求める新規就農者像 

・どのような新規就農者に来てもらいたいか 

 

ウ 就農者への支援 

・農業の研修施設の有無 

・栽培や経営のサポートができる親方農家の有無 

・農地の状況やあっせんの方法 

・販路の支援 

☆就農支援制度 

ステップ３ 

「就農・定着応援チーム」における話し合いの実施 

主体：地域・部会等 
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エ 生活・子育て 

☆空き屋の有無などの居住環境 

・お祭りや共同清掃等、地域の習わしなどについてのフォロー体制 

☆病院や学校などの所在 

☆子育て支援の情報（保育園、認定こども園、学童保育など） 

☆休暇の楽しみ方（近隣のレジャー施設など。結構重要だと思います。） 

 

オ 連絡窓口 

カ チームの新規就農者の就農・定着に向けた応援に関する役割分担 

 

☆ サポート役の市町の農政振興部局担当者に相談してから記載した方が良い内容

です。 
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ステップ３で話し合った内容に基づき、様式１の記載例を参考に、将来の担い手を確

保、育成していくための「就農・定着就農応援プラン」を作成しましょう。 

  

 プランの内容（例）（様式１ 地域就農応援プランの記載例を参照して下さい。） 

項 目 内 容 

① 地域の概要 ・位置、人口、気候、農業の歴史、観光など 

・地域の農業 

（主要産品、農産物直売所などの販売場所など） 等 

②望む人材 ・独立就農者 

・雇用就農者 

③就農者への支援 ・体験、研修先 

・農地のあっせん 

・販路のあっせん 

☆就農支援制度                 等 

④生活・子育て 

 

・空家など住まいの情報 

・共同作業（地域の習わし、イベントの情報） 

☆生活関連施設（病院等）の情報 

☆子育て支援の情報 

（保育所、認定こども園、小学校、子育て支援策など） 

☆レジャー情報 

⑤連絡窓口 ・電話番号、メールアドレス等 

⑥その他 ・特記事項の記載 

  ※市町が地域の概要を作成する場合は、①を除きます。 

☆サポート役の市町の農政振興部局担当者に相談してから記載した方が良い内容 

 

 

  （別途）応援プラン本体とは別途作成した方が良い内容 

項 目 内 容 

役 割 ・メンバーの役割 

 

ステップ４ 

「地域就農・定着応援プラン」の作成 

主体：地域・部会等 
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第３ 就農・定着応援プランの活用 

活用方法１ 就農・定着応援プランを用いたＰＲ 

 

１ 県段階 

   プランを作成したら、先ずは、各市の農政振興担当部局へ提出をお願いします。 

    その後は、各農林事務所（新規就農担当） →  本庁  → 県就農支援センター 

   県や県域就農支援センターの段階で、効果的なＰＲ活動を実施します。 

（例） 

・農業高校、県立農業大学校へのＰＲ 

・県（本庁、県民局・県民センター段階）、就農支援センター等へのＨＰの掲載 

    ・県が実施する就農フォーラム（2月）や就農セミナー(8,2月)、新・農業人フ

ェアでの紹介 ほか 

 

 ２ 市町または地域段階 

   県段階のＰＲの他、市町や地域段階でも必要と思われるＰＲをお願いします。 

（例）  

・市町ＨＰ等での移住・定住に係る支援施策の紹介（空家紹介） 

    ・市町単位で実施する就農相談会や市町が出展する就農セミナー、相談会での

紹介 

・パンフレットの作成 ほか 
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活用方法２ 就農・定着応援プランを踏まえた新規就農者の支援 

 

「就農・定着応援チーム」が策定した「就農・定着応援プラン」に基づき、各構成

員（関係機関）が、地域農業の新たな就農者の確保、定着、育成にむけた応援活動を

実行しましょう。 

 

【応援活動例】 

内容 具体的な行動 応援組織 

営農技術習得支援 ・研修先の紹介 

（就農ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ事業の活用） 

・営農技術指導 

・経営ノウハウ指導 

・地域（集落）住民への紹介 

・地域（集落）のｲﾍﾞﾝﾄ参加

への勧め、ならわしの伝授 

・地域就農支援ｾﾝﾀｰ 

・農業経営士、親方農

家等、地域のリーダ的

な存在の農家  

経営ノウハウ習得支援 

地元への溶け込み 

認定新規就農者への誘導 ・青年等就農計画の策定支援 ・地域就農支援ｾﾝﾀｰ 

・市町 

就農前後にかかる資金 

（農業次世代人材投資資金） 

・農業次世代人材投資資金の

交付にかかる指導 

・市町、農林 

就農にかかる施設整備、機械

導入等にかかる資金、補助事

業等の紹介 

・国、県、市町事業の紹介と

活用支援 

・市町、農林 

・地域就農支援ｾﾝﾀｰ 

資金の紹介 ・青年等就農資金の紹介 ・ＪＡ 

農地情報の紹介 ・農地の紹介 

・農地中間管理事業の紹介 

・農業委員会 

・農地利用最適化推進

委員 

・市町 

・地域の農地中間管理

事務所 

生活関連支援情報の紹介 ・生活にかかる支援情報（子

育て支援 ほか 

・市町 

(まちづくり関係部局) 

 



15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

〒650-8567 

  神戸市中央区下山手通5-10-1  

  兵庫県農政環境部農政企画局農業経営課担い手対策班 

  担当：池田、佐々木  

TEL ：078-341-7711（内線：3961） 

【編 集】 

○文・校正： 

兵庫県農政環境部農政企画局農業経営課 

近藤謙介、杉本英久、嶋津悟、池田政史、佐々木宏輔 

○表紙・裏面デザイン： 

兵庫県但馬県民局豊岡農業改良普及センター 

岡本直樹 
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いっしょにやろうや！ 


